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	応用
	抗原情報
	背景
	mTOR の調節関連タンパク質（Raptor）は、下流の標的への mTOR シグナル伝達を媒介する mTOR 結合パートナーとして同定されました。Raptor は、TOR シグナル伝達（TOS）モチーフを介して 4E-BP1 や p70 S6 キナーゼなどの mTOR 基質に結合し、これらの基質の mTOR 媒介リン酸化に必要です。FKBP12-ラパマイシン複合体が mTOR に結合すると、mTOR-raptor 相互作用が阻害されることから、ラパマイシンが mTOR シグナル伝達を特異的に阻害するメカニズムが示唆されています。この mTOR-raptor 相互作用と、栄養素および/またはラパマイシンによるその調節は、GβL と呼ばれるタンパク質に依存しています。細胞の成長と生存、および栄養素やホルモンシグナルに応答したオートファジーを調節する哺乳類ラパマイシン標的タンパク質複合体 1（mTORC1）の活性制御に関与し、mTORC1 基質をリクルートするための足場として機能します。 mTORC1は、成長因子またはアミノ酸に反応して活性化されます。成長因子刺激によるmTORC1活性化には、AKT1を介したTSC1-TSC2のリン酸化が関与し、RHEB GTPaseが活性化されます。RHEB GTPaseはmTORC1のタンパク質キナーゼ活性を強力に活性化します。mTORC1へのアミノ酸シグナル伝達には、Ragulator複合体およびRag GTPaseを介したリソソームへの再局在化が必要です。活性化されたmTORC1は、mRNA翻訳およびリボソーム合成の主要な制御因子をリン酸化することにより、タンパク質合成を上方制御します。mTORC1はEIF4EBP1をリン酸化して、伸長開始因子4E（eiF4E）の阻害を解除します。mTORC1はS6K1の「Thr-389」をリン酸化して活性化し、PDCD4をリン酸化して分解を誘導することで、タンパク質合成を促進します。繊毛形成に関与しています。興奮性神経伝達における mTORC1 複合体は、精神活性物質リゼルグ酸ジエチルアミド (LSD) によって誘発される向社会行動に必要です (類似性による)。
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	MCF-7 細胞溶解物における Raptor 発現のウェスタン ブロット分析。

